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第 1章 定住自立圏共生ビジョンの基本的事項 

１．定住自立圏の名称 

２．圏域を構成する市町村の名称 

３．定住自立圏共生ビジョンの目的 

４．定住自立圏共生ビジョンの期間 

 

第 2章 圏域の概況と将来像 

１．各市町村の人口と面積 

２．圏域を構成する市町村の概要 

３．伊賀・山城南定住自立圏の経緯 

４．圏域の状況 

５．圏域の将来像 

６．中心市と連携市町村の役割 

 

第 3章 伊賀・山城南定住自立圏の取組 

１．協定項目一覧表 

２．具体的な取組の体系図 

 

第 4章 定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的取組 

１．生活機能の強化に係る政策分野 

２．結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

３．圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

 

資料編 

１．伊賀・山城南定住自立圏共生ビジョン懇談会設置要綱 

２．伊賀・山城南定住自立圏共生ビジョン懇談会委員名簿 

３．伊賀・山城南定住自立圏共生ビジョン策定経過 

４．定住自立圏構想中心市宣言 

５．定住自立圏の形成に関する協定書【笠置町・南山城村】 

 

 

資料８ 

共生ビジョンのイメージ 

取組の結果実現されるべき中長期
的な将来人口、高齢化率等の目標
についても記載 
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第 3章 伊賀・山城南定住自立圏の取組 

 

１．協定項目一覧表 

 

協定項目 伊賀市 笠置町 南山城村 

１．生活機能の強化    

 (１)医療    

 ①救急医療体制の推進 ○ ○ ○ 

(２)健康・福祉    

 ①子育て支援事業の充実 ○ ○ ○ 

②高齢・障がい福祉事業の充実 ○ ○ ○ 

③健康づくり事業の充実 ○ ○ ○ 

(３)教育    

 ①教育環境の整備 ○  ○ 

②文化・スポーツ活動の振興 ○ ○ ○ 

③生涯学習活動の推進 ○ ○ ○ 

(４)産業振興    

 ①就労支援と雇用の促進 ○  ○ 

②企業立地の促進 ○  ○ 

③広域観光事業 ○ ○ ○ 

④地域ブランド創造促進事業 ○  ○ 

⑤鳥獣被害防止対策 ○ ○ ○ 

(５)環境    

 ①不法投棄防止対策 ○ ○ ○ 

②ごみ処理の広域連携の強化 ○ ○ ○ 

③木津川流域の環境整備 ○ ○ ○ 

(６)防災    

 ①広域連携による防災力の強化 ○ ○ ○ 

②相互応援体制の確立 ○ ○ ○ 

２．結びつきやネットワークの強化    

 (１)公共交通    

 ①地域公共交通対策 ○ ○ ○ 

(２)ＩＣＴの活用    

 ①地域情報の共有化の推進 ○ ○ ○ 
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政策分野 施策 取組事項 

◆ 生活機能の強化に係る政策分野 

医療 救急医療体制の推進 

医療の適正受診の啓発 

圏域の救急医療体制の維持 

健康・福祉 子育て支援の充実 

高齢者・障がい者サービスの充実 

健康づくり事業の充実 

教育 教育環境の整備 

文化・スポーツ活動の振興 

生涯学習活動の推進 

協定項目 伊賀市 笠置町 南山城村 

 (３)交通インフラ整備    

 ①広域幹線道路等の整備促進 ○ ○ ○ 

(４)地産地消    

 ①地産地消の推進と販路拡大 ○  ○ 

(５)地域内外の住民との交流    

 ①移住・交流施策の推進 ○ ○ ○ 

②空き家の利活用 ○  ○ 

③公共施設の相互利用 ○ ○ ○ 

④交流拠点施設の活用などによる地域間交流 ○ ○ ○ 

３．圏域マネジメント能力の強化    

 (１)人材育成・交流    

 ①圏域内職員の人材育成 ○ ○ ○ 

(２)外部からの人材育成    

 ①専門的な知識経験を有する人材の確保 ○ ○ ○ 

 

 

２．具体的な取組の体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

政策分野ごとに 
基本目標を設定 

施策ごとに 
成果指標（KPI）を設定 
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産業振興 就労支援と雇用の促進 

企業立地の促進 

広域観光事業 

地域ブランドの創造推進 

鳥獣被害防止対策 

政策分野 施策 取組事項 

環境 不法投棄防止対策 

ごみ処理の広域連携の強化 

木津川流域の環境整備 

防災 広域連携による防災力強化 

相互応援体制の確立 

◆ 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

公共交通 地域公共交通対策 

ＩＣＴ活用 地域情報の共有化の推進 

交通インフラ 広域幹線道路等の整備促進 

地産地消 地産地消の推進と販路拡大 

内外交流 移住・定住施策の推進 

空き家の利活用 

公共施設の相互利用 

交流拠点施設の活用などによる地域間交流 

◆ 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

人材育成・交流 圏域内職員の人材育成 

人材確保 専門的な知識経験を有する人材の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内外交流 移住・定住施策の推進 
移住・交流の推進にかかる情報発信・ＰＲ活

動 
移住相談会・体験イベントの開催 

空き家の利活用 空き家の利活用の推進 

公共施設の相互利用 公共施設相互利用促進事業 

交流拠点施設の活用などによる地域間交流 交流拠点施設の充実 
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第４章 定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的取組 

 

１．生活機能の強化に係る政策分野 

 

（１）医療 

 

 

 

 

①救急医療体制の推進 

協定の内容 

 

取組内容 

圏域住民が安心して救急医療を受けられるよう、関係機関

と協議を図るとともに、救急医療の適正利用のための普及

啓発に取り組みます。 

 
中心市の役割 

救急医療体制維持に必要な支援を行うとともに、乙と連携

し、住民等への啓発等を行います。 

 
連携市町村の役割 

甲及び関係機関と協力し、圏域の救急体制の維持に努める

とともに、住民等への啓発等を行います。 

具体的な取組事項 

 事業№ 事  業  名 

 1111 圏域医療救急体制の維持 

 1112 医療の適正受診の啓発 

成果を示す指標 

（ＫＰＩ） 

 

 

事業の効果 

 

 

 

 

事業№ 1111 事業名 圏域医療救急体制の維持 

関係市町村 

伊賀市 笠置町 南山城村 

○ ○ ○ 

事業概要 
 

 

施策単位で 
ＫＰＩを設定 

基本目標を設定 
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役割分担 
 

 

事業費（千円） Ｈ29 年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度 Ｈ33年度 計 

 伊賀市       

 笠置町       

 南山城村       

 計       

活用する補助金等  

 

事業№ 1112 事業名 医療の適正受診の啓発 

関係市町村 

伊賀市 笠置町 南山城村 

○ ○ ○ 

事業概要 
 

 

役割分担 
 

 

事業費（千円） Ｈ29 年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度 Ｈ33年度 計 

 伊賀市       

 笠置町       

 南山城村       

 計       

活用する補助金等  

 


